


富
山
の
水
と想

い
出

松
岸
得
之
助

外
国
航
路
の
船
に
の

っ
て
い
る
友

人
が
、
数
力
月
ぶ
り
に
わ
が
家
ヘ
帰

っ
て
、
第

一
番
に
す
る
こ
と
は
、
自

家
水
道
の
栓
を
ひ
ね

っ
て
、
コ
ッ
プ

で
思
い
き
り
水
を
飲
む
こ
と
だ
、
と

話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し

て
、
富
山
の
水
は
世
界

一
だ
よ
、
と

も
い

っ
て
い
た
。

先
年
、
ご
縁
が
あ

っ
て
、
池
田
弥

三
郎
先
生
と
二
時
間
余
リ
、
対
談
す

る
と
い
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
対
話

の
内
容
は
、
立
山
と
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に

関
す
る
こ
と
.か
主
で
あ

っ
た
が
、
そ

の
前
後
の
雑
談
の
お
り
、
池
田
先
生

は
、
富
山
県
の
水
の
素
晴
ら
し
さ
を

世界の富山ヘ
富山国際高校演劇祭

富
山
県
の
人
達
は
あ
た
り
ま
え
の
こ

と
と
し
て
忘
れ
て
い
る
の
で
は
、
と

い
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
心
に
残
っ
た
。

そ
の
後
、
「
魚
津
だ
よ
り
」
を
先
生

か
ら
頂
載
し
た
。
こ
の
本
は
、
昭
和

五
十
五
年
、
先
生
が
魚
津
市
に
居
を

移
さ
れ
て
か
ら
の
約
二
年
間
に
つ
い

て、内
旅
の
人
H

ス
卜
レ
ン
ジ
ャ

l
の

見
聞
と
し
て、

「
教
育
の
森
」
誌
に
、

二
十
回
に
わ
た

っ
て
連
載
さ
れ
た
工

ツ
セ
イ
を

一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
中
で
先
生
は
、

H

越
中
の
水
・

富
山
の
水
H

と
題
し
て、

特
に

一
項

を
設
け
て
富
山
の
水
の
良
さ
を
、
そ

れ
こ
そ
流
れ
る
よ
う
な
文
章
で
綴
っ

て
お
ら
れ
る
。
そ
の
中
に

六
長
生
き
し
た
け
リ
ゃ

富
山
へ
お
い
で

う
ま
い
空
気
に

水
が
あ
る

と
、
面
白
い
俗
謡
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。今

年
三
月
環
境
庁
は
、
全
国
「
名

水
百
選
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、

都
道
府
県
か
ら
報
告
の
あ

っ
た
二
百

八
十
四
件
(富
山
県
分
三
十
三
件
)
の

う
ち
か
ら
、
特
に
す
ぐ
れ
た
百
の
名

水
を
選
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

富
山
県
で
は
、
「
黒
部
川
扇
状
地
の

湧
水
郡
L

「
穴
の
谷
の
霊
水
」
「
瓜
裂
の

た
ま
ど
白

清
水
」
「
立
山
玉
殿
の
湧
水
」
の
四
名

水
が
選
ば
れ
た
。
四
力
所
も
選
定
さ

れ
た
の
は
本
県
と
熊
本
県
の
二
県
だ

け
で
あ
る
。

子
供
の
頃
、
サ
ワ
ガ
ニ
を
追
い
ま

わ
し
た
り
、
炎
天
下
を
遊
.ひ
ま
わ

っ

て
渇
い
た
の
ど
を
潤
し
た

H

ウ
リ
ワ

リ
シ
ョ
ウ
ズ
ヘ
か
「
瓜
裂
の
清
水
L

と
し

て
百
名
水
の

一
つ
に
選
ば
れ
た
こ
と

を
知

っ
て
快
哉
を
叫
ん
だ
の
は
私
だ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
立
山
玉
殿
の
湧
水
」
を
引
い
た
室

堂
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
横
の
水
飲
み
場
は
、

連
日
訪
れ
る
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

立
山
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
見
に
行
く

こ
と
を
約
束
し
て
い
た
池
田
弥
三
郎

先
生
に
、
こ
の
立
山
の
名
水
も
味
わ

っ
て
頂
き
た
か
っ
た
。
先
生
入
院
の

報
を
聞
い
て
惇
然
と
し
た
の
は
名
古

屋
の
N
H
K
の
玄
関
を
入

っ
た
時
だ

っ
た
。

ヘ
富
山
県
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
J

/

研

究

会

会

長

」

「立山玉殿の湧水」を引いた水飲み場

八
月

一
日
か
ら
四
日
間

富
山
県
民
会
館
を
主
会
場
に

I
Y
Y
記
念
富
山
国
際
高
校

演
劇
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
名
地
か
ら
優
れ
た
高

校
演
劇
の
グ
ル
ー
プ

ヵ
国
、
十
四
団
体
)
や
指
導

者
が
参
加
し
、
演
劇
公
演
を

は
じ
め
、
特
別
記
念
講
演
、

レ
セ
プ
シ

ョ
ン
、
シ
ン
ポ
ジ

十

ウ
ム

ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
各

種
の
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

q 

有名なソフォクレスのギリ

シ ャ悲劇。一つの様式をも っ

た劇。オイディプスの娘アン

テイゴーネをヒロイ ンに個人

と社会的義務のはざまで、悩

み苦 しむ人間を描き出す。

(オラ ンダ)
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みごとに演じわけた。

(チェコスロノ〈キア)

チ々 リンコ

「銀

原爆

島の焼

た溶け

車。戦

る彼ら

かわり

をめざ

人々の

地方名家の女主人柳と、 -h・

の男性を争うその娘たち。明

治時代の女性の生き方を張り

つめた空気の中に演じる。

(桐朋女子高校 ・東京〉

組のカップルのそれぞれのス

トーリー。現代社会に生きる

若者の姿、それは本当に未来

の無い世代なのだろうか…・-

(西ドイツ)

世
界
十
一
ヵ
国
か
ら
一
堂
に
集
っ

た
演
劇
の
仲
間
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
脚

本
、
手
作
り
の
衣
装
、
自
ら
の
演
出

に
よ
る
作
品
も
多
い
。
将
来
の
道
を

演
劇
と
決
め
て
い
る
仲
間
も
い
る
。

彼
ら
の
演
ず
る
テ
ー
マ
は
な
ぜ
か

現
代
社
会
の
歪
を
描
く
も
の
が
多
い
。

子
供
、
大
人
、
過
去
、
未
来
、
演
じ

る
自
己
と
、
演
じ
ら
れ
る
彼
と
が
錯

綜
す
る
の
だ
ろ
う
。

だ
が
、
彼
ら
の
顔
は
皆
一
様
に
明

る
い
。
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演
劇
祭
開
会
を
明
日
に
控
え
、
十

カ
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
達
、
言
葉
は

少
し
し
か
通
じ
な
い
け
れ
ど
:
:
:
。

八
月
一
日

開
会
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
ホ

l
ル

に
響
き
渡
る
。
国
境
を
越
え
た
親
善
、

友
情
の
輪
が
い

っ
そ
う
広
が
る
よ
う
に
。

八
月
二
日

3 

同
時
通
訳
に
よ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
テ
ー
マ
は
「
演
劇
と
放
送
の
か
か

わ
り
」
意
見
の
相
違
が
あ
っ
て
も
な
ご

や
か
に
話
は
す
す
ん
だ
。
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映された映画

!ペースに作られ

歌と踊り のステ

学校から集っ た

lつのステージの

ドウェーのシ ョー

‘ビデオで演劇祭の
模様を記録する。
見られなかった仲
間たちのために

「神のJIIJ 

富山のイタイイ

った作品。一つ

しを通して、イ

の悲惨さ、不幸

ら現代社会の

訴える。(県

各
国
代
表
者
と
知
事
と
の
座
談
会
。

自
己
紹
介
、

そ
し
て
意
見
の
交
換
。
富

山
の
印
象
に
つ
い
て
は、

県
民
は
あ

た
た
か

い
、
だ
が
、

ド
ラ
イ
ブ
マ
ナ
ー

は
:
:
:
の
声
も
。

!圃臥a館、a・恥--、-、a固~、a・._、a・""町、a・M町、a・~_...舗がa・M・れa・""・u・恥.-、a・"""'"・~、-..置、a・~、-，-、a・""官、-..・''''・~、a・M・M・F叫町、a・A且.、圃恥-、-、-'"民a町、a・~・.、a・._、a・._、a・，_、

八
月
二

・
三
日
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呉
羽
少
年
自
然
の
家
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
ダ
ン
ス
と
メ
イ
ク
を
専
門
家

か
ら
学
ぶ
。
オ
ラ
ン
ダ
生
れ
の
助
六
だ

っ
て
夢
じ
ゃ
な
く
、
ご
覧
の
と
お
り
。

新
聞

「た

土
ふ
」

や

て

ー
大
活
躍
の
県
内
高
校
生
|

演
劇
祭
期
間
中
、
県
内
高

校
新
聞
部

・
写
真
部
の
生
徒

の
手
に
よ
る
新
聞
「
た
て
や

ま
L

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

三
時
ま
で
の
作
業
が
続
き
ま

し
た
。

七
月
三
十

一
日
の
第

一
号
か

ま
た
こ
の
ほ
か
、
楽
屋
裏

で
は
、
各
校
の
演
劇
部
が
舞

台
装
置
の
セ
ッ
ト
を
、
放
送

部
が
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行

い
、
こ
の
演
劇
祭
の
成
功
を

支
え
ま
し
た
。

ら
八
月
五
日
の
第
六
号
ま
で

連
日
、
取
材

・
原
稿
作
成
か

ら
、
ワ
ー
プ
ロ
に
よ
る
紙
面

‘F新
聞
の
編
集
を
す
る
。

ま
ず
は
、
材
料
の
選
定

か
ら

作
成
ま
で
、
連
日
、
深
夜
二
時

新
聞

「た
て
や
ま
」

八
月
四
日

全
て
の
公
演
を
終
え
て
の
討
論
会
。

お
互
い
の
作
品
に
つ
い
て
の
質
議
応
答

が
行
わ
れ
、
話
は
し
だ
い
に
、
彼
ら
が

演
じ
た
、
現
代
社
会
の
問
題
点
へ
と
。

5 

全
て
を
演
じ
切
っ
た
高
校
生
達
の
顔

か
ら
、
満
足
感
が
こ
ぼ
れ
て
い
る
。
富

山
ま
つ
り
に
も
特
別
参
加
、
サ
ン
パ
の

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
ミ
コ
シ
も

一
段
と

高
く
舞
、
っ
。
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本
年
七
月
十
八
日
午
後
六
時
三
十

分
(
日
本
時
間
七
月
十
九
日
午
前
六

時
三
十
分
)
、
富
山
県
と
ブ
ラ
ジ
ル
連

邦
共
和
国
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
と
の
間
で

友
好
提
携
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
中
沖
豊
富
山
県
知
事
と
ア

ン
ド
レ

・
ブ
ラ
ン
コ

・
モ
ン
ト

1
ロ

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
知
事
が
協
定
書
に
署

名
し
、
富
山
県
旗
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

旗
お
よ
び
記
念
品
の
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

調

臼

式

調
印
式
は
、
サ
ン
パ
ウ
口
市
の
サ

ン
パ
ウ
ロ
州
政
庁
パ
ン
デ
イ
ラ
ン
テ

ィ
ス
宮
殿
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
側
か
ら
は
、
中
沖
富
山
県

知
事
、
小
倉
富
山
県
議
会
議
長
を
は

じ
め
と
し
た
調
印
団

一
行
と
ブ
ラ
ジ

ル
富
山
県
人
会
の
皆
き
ん
、
県
内
の

現
地
進
出
企
業
の
代
表
者
等
が
出
席

し
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

側
か
ら
は
、
モ
ン
ト

l
ロ
サ
ン
パ
ウ

ロ
州
知
事
を
筆
頭
に
関
係
者
多
数
が

出
席
、
調
印
は
総
勢
約
三
百
名
と
い

う
大
勢
の
見
守
る
な
か
、
厳
粛
に
取

フ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
と
は

マ
地
理
A

州
の
面
積
は
、

二
十
四
万
七
千
八

百
九
十
八
平
方
J
M
と
ブ
ラ
ジ
ル
全

土
の
三
ば
に
し
か
当
た
り
ま
せ
ん
が
、

富
山
県
の
約
五
十
八
倍
、
日
本
の
本

州
と
四
国
を
合
わ
せ
た
広
き
に
相
当

し
ま
す
。

州
都
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
は
、
南
回
帰

線
上
に
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
最
大
の
貿



日本国富山県とブラジル連邦共和国

サンパウ口州との友好提携協定

日本国富山県とブラジル連邦共和国サンパウロ州とは 、

両県州の多年にわたる友好交流を基礎に、相互の理解を深

め、友好関係をさらに推進することを確約し 、ここに友好

提携の協定を締結する。

両県州は、両国政府の支持のもとに両国の法令を尊重の

上、相互に関心のある分野において交流を促進し、両県州

の友好関係を一層発展させるよう努めるものとする。

両県州は、この協定が富山県とサンパウ口州を結ぶきず

なとなり 、かつ、両県州民の友好関係の緊密化のための礎

となることを確信する。

この協定は 、署名の日から効力を生ずる。

両県州の代表は 、1985年 7月18日にブラジル連邦共和国

.....サンパウ口の市街地

サンパウ口市において 、この協定に署名した。

この協定は 、ともに同等の効力を有する日本語及びポル

トガル語により本書名 2通作成され、それぞれの署名当事

者が日本語及びポルトガル語による本書を名 1通保有する。

日本国富山県知事 フラジル連邦共和国サンパウ口州知事

中沖 豊 アンドレ・ブランコ-モン卜一口

と
こ
ろ
で
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
経
済
の
う
え
で
最
も
重

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
は
、

位
置
し
ま
す
。

易
港
サ
ン
ト
ス
の
北
六
十
八
キ
ロ
M
に

気
候
は
、

海
抜
八
百

M
の
緩
や
か
な
波
状
を
し

亜
熱
帯
に
属
し
ま
す
が
、

た
高
原
に
位
置
す
る
た
め
、
温
帯
に

ま
す
。

近
く
す
ご
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い

マ
人
口
・
産
業
A

州
の
人
口
は
、
約
二
千
五
百
三
十

六

万

人

(
一
九
八

O
年
)
と
富
山
県

の
約
二
十
三
倍
。
そ
の
う
ち
日
系
人

は
六
十

一
万
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
全
体
の

日
系
人
の
約
七
十
五
は
が
、
こ
の
サ

ン
パ
ウ

ロ
州
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

富
山
県
出
身
の
移
住
家
族
は

百
九
十

一
世
帯
、
約
二
千
人
の
方
が

お
ら
れ
ま
す
。

要
な
州
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
工
業
製
品

産
し
、

G
N
P
 

の
六
十
一位
、
農
産
物
の
十
六
ば
を
生

(国
民
総
生
産
)

約
十
七
ば
を
占
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
へ
の
外
国
企
業

の
進
出
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
日

本
か
ら
も
約
五
百
社
が
進
出
し
て
お

り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
最
大
の
工
業

中
心
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

知
事
か
ら
モ
ン
ト

l

ロ
サ
ン
パ
ウ

ロ
州
知

事
に
対
し
、
次
の
事

業
の
提
案
が
行
わ
れ

±AF--レ
れ
ん
。

←) 
日
本
文
化
に
関

す
る
図
書
お
よ
び
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
に
よ
る

農
工
業
に
関
す
る
技

術
図
書
の
寄
贈

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

政(二)
府
推
せ
ん

よ
る

海
外
技
術
研
修
員

名
の
受
け
入
れ

年 内 モ円六ー?、

1964 県費留学生受け入れ始まる

1972 永年移住者の郷土招へい事業開始

1974 第 4回県青年の翼の派遣(87人)

。 海外技術研修員の受け入れ始まる

1977 県南米慰問団の派遣(127人)

1978 日本語教師の派遣始まる

1979 県南米協会の設立(310会員)

1983 第13回県青年の翼の派遣(82人)

。 置県百年記念南米親善訪問団の派遣(106人)

。 富山県及びサンパウ口州の友好県州協定締結

に関する意図表明書に置名 ・交換 (長島副知

事、モン卜一口州知事)

各種交流事業の実績

受
流
の
経
過

富
山
県
と
サ
ン
パ
ウ

ロ
州
の
結
び

っ
き
は
古
く

一
九

一
O
年

(明
治

四
十
三
年
)
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
、
内
山

仁
之
助

富
山
市
)

青
木
吉
太
郎

同

(氷
見
市
)

扇
浦
祐
蔵

の

家
族
が
サ
ン
パ
ウ

ロ
州
内
の
コ

i
ヒ

ー
農
場
に
入
植
し
た
の
が
最
初
で
す
。

一
九
二
七
年

(昭
和
二
年
)

lま

松
沢
謙
二

(
高
岡
市
)

を
リ
ー
ダ
ー

と
す
る
県
人
四
家
族
が

サ
ン
パ
ウ

ロ
州
ミ
ラ
ン
ド
ポ
リ
ス
市
第
三
ア
リ

ア
ン
サ
地
区
に
富
山
村
建
設
の
先
発

B 

隊
と
し
て
入
植
し
ま
し
た
。

昭
和
十
二
年
に
は
、
こ
の
第
三
ア

リ
ア
ン
サ
富
山
村
の
入
植
県
人
は
、

百
四
十

二
家
族
五
百
三
十

一
人
に
達

、
し
宇
品

1
レ
れ
ん
。

ま
た
、
近
年
に
お
け
る
富
山
県
と

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
つ
な
が
り
は
、
左

の

の
表
の
と
お
り
、
交
流
の
緊
密
度
が

い
っ
そ
う
強
い
も
の
と
な
っ
て
き
て

お
り
、
こ
の
友
好
提
携
に
至
っ
た
わ

け
で
す
。

ゐ
フ
後
の
受
流
は

調
印
式
に
お
い
て
、
中
沖
富
山
県

こ
の
提
案
は
快
く
受
け
入
れ
ら

れ
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
海
外

技
術
研
修
員
、
県
費
留
学
生
の
受
け

入
れ
や
日
本
語
教
師
の
派
遣
、
永
年

移
住
者
の
郷
土
招
へ
い
な
ど
の
事
業

に
併
せ
、
ま
す
ま
す
交
流
が
深
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

広
が
る
友
好
受
流
の
輸

今
日
の
国
際
社
会
は
、
年
々
相
互

依
存
関
係
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
や、

「
外
交
」
は
、
国
家
間
だ
け
の
も
の

に
留
ま
ら
ず
、
国
家
の
枠
を
離
れ
て

市
民
と
市
民
が
手
を
取
り
合
い
、
心

を
通
わ
せ
る

H

国
民
外
交
u

の
展
開

が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
時
代
で
す
。

県
で
は
、
今
回
の
サ
ン

パ
ウ

ロ
州

と
の
友
好
県
州
締
結
の
ほ
か
、
昨
年

五
月
九
日
に
は
、
中
国
遼
寧
省
と
の

間
に
友
好
県
省
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
友
好
県
州

(省
)
の
締
結

は
、
単
に
自
治
体
同
士
の
取
り
決
め

で
は
な
く
、
両
県
州
(
省
)
民
自
身

の
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
協
定
が
ひ

と
つ
の
契
機
と
な
っ
て
友
好
交
流
の

輪
が

一
段
と
広
が
り
、
県
民

一
人
ひ

9 

と
り
に
と
っ
て
も
身
近
な
も
の
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



軽
油
の
購
入
は
県
内
の

私
達
の
生
活
は
、
人
や
物
、
さ
ら
に

は
情
報
等
の
交
流
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
交
流
の
手
段

と
し
て
自
動
車
は
今
や
必
要
不
可
欠

ス
タ
ン
ド
で
H
H
M

油

引

取

税

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

自
動
車
交
通
に
必
要
な
道
路
の
整
備

を
図
る
こ
と
が
、
国
や
県
さ
ら
に
市

町
村
の
大
き
な
仕
事
と
な
っ
て
い
ま

総合雪対策条例施行

冬きたりなば……・.

とり組むことをめざしています。

監蚤謹選孟温韮~

住みよい富山の冬をめざして制定された富山県

9月 1日から施行されました。総合雪対策条例が、

県では、この11月までに、この条例の精神を具
EgO)fclSl，¥ 

体的に生かすための総合雪対策計画を策定するこ条例は、私たちと雪との上手な付き合い方の基

とにしています。本的な方針を定めたもので、ねらいは、「雪による

この総合雪対計画は、中長期展望に立った基本障害の克服」と「雪の利用の促進」にあります。

計画と今年度の実施計画とで構成されます。とくすなわち、雪によってもたらされる不利益をな

に基本計画では、条例の内容である「雪に強いまくするため、あらゆる施策を投入し、県民が一年

ちづくり」、「産業の雪害防止等」、「雪災害対策」、

「雪の利用の促進等」、「財政措置等」の順で組み

を通じて生き生きと活動できる環境をっくりあげ

ること、そして雪を貴重な資源として利用したり

す
。と

こ
ろ
で

」
の
道
路
や
橋
の
新
設
、

補
修
・
維
持
管
理
の
費
用
に
充
て
る

た
め
、

地
方
税
と
し
て
軽
油
引
取
税

や
自
動
車
取
得
税
が

揮
発
油
税

国
税
と
し
て

地
方
道
路
税
そ
し
て
石

油
ガ
ス
税
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

自
動
車
で
道
路
を
利
用
す
る
人
々
に

み立てられるヒとになっています。雪に親しむ活動を広めることによって、明るく活

純正軽油を使いましょう
軽油に灯油などを混ぜた混和軽油を販売したり、灯油や

混和1軽油などを自動車の燃料として消費する場合には、販

売したり消費した人が販売数量または消費した数量を県税

事務所へ直接申告し、数量に応じた軽油引取税を納めなけ

ればならなくなります。このような手数を昔、き、愛車を大

切にするためにも純正軽油を使用しましょう。

この計画策定には、県民の皆様の声の反映につ気のある冬の富山を実現することです。また、 雪

とめていきたいと考えていきますので、ご協力く対策の基本理念や雪対策にとり組む、県、市町村、

だきるようお願いします。県民の役割を明らかにし、県、市町村、県民がー

体となって、長期的な視点から総合的に雪対策に

地域を創造する

応
分
の
負
担
を
求
め
て
い
ま
す
。

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

免
税
と
な
る
軽
油
を
使
用
し
よ
う

と
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
県
税
事

10 

-
軽
油
引
取
税
と
は

こ
の
税
は
、
パ
ス
、

ト
ラ
ッ
ク
な

ど
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
車
に

務
所
へ
申
請
し
て
「
免
税
軽
油
使
用

燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
軽
油
の
購

者
証
」

の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

入
者

(消
費
者
)

に
負
担
し
て
い
た

そ
れ
か
ら
軽
油
を
実
際
に
購
入
す
る

だ
く
税
で
、

ス
タ
ン
ド
で
購
入
す
る

際
に
、
県
税
事
務
所
に
「
免
税
軽
油

際
に
軽
油
の
代
金
に

一
リ
ッ
ト
ル
当

使
用
者
証
」
を
呈
示
し
て
必
要
な
数

り
M
円
初
銭
の
割
合
で
含
ま
れ
て
い

量
の
免
税
証
(
チ
ケ
ッ
ト
)

の
交
付

ま
す
。

を
受
け
て
、

そ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ス
タ

-
税
が
免
除
に
な
る
場
合

ン
ド
に
渡
し
ま
す
と
税
が
か
か
ら
な

軽
油
引
取
税
は
、
道
路
整
備
の
費

い
価
格
で
軽
油
を
購
入
す
る
こ
と
が

用
に
充
て
る
と
い
う
特
定
の
目
的
の

で
き
ま
す
。

た
め
に
使
用
さ
れ
る
財
源
で
す
か
ら
、

農
業
、
林
業
、
木
材
加
工
業
、

船
舶

県
税
に
関
す
る
御
質
問
や
御
相
談

は
、
最
寄
り
の
県
税
事
務
所
へ
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

等
の
機
械
の
動
力
源
と
し
て
軽
油
を

消
費
す
る
場
合
は
、
税
が
免
除
さ
れ

-入学定員
学 科 専 攻 入学定員

金属工芸専攻 20 
漆工芸専攻 15 

75 産業工芸学科
木材工芸専攻 15 
産業デザイン専攻 25 
経営実務専攻 40 
情報処理専攻 40 

125 産業'情報学科 ビジネス外語専攻 45 
(英米コース (30程度)

(中国コース (15程度)

計 200 

入学者選抜等詳しいことについては、高岡市中川園

町1番 l号 電話 (0766)25-8441の高岡短期大学総

務課へ、お問い合わせください。

高岡短期大学
高岡市二上町に建設中の高岡短期大学では、昭和61年 4

月から学生の受け入れが始まります。

〈大学の目的〉

この大学では、伝統的な工芸分野の技術者養成とともに、

急速に発展する経済社会の情報化 ・国際化に対応する産業

人の養成が行われることになっています。

〈地域に聞かれた大学〉

このほか、地域に聞かれた短期大学として、社会教育や

文化事業の実施・協力並び、に社会人の再教育を積極的に行

うため、短期大学開放センターが置かれ公開講座、共同研

究、展示、ゴンサルテーションの実施など地域の多様な要

請に幅広く対応される予定です。

〈学生の受入れ〉

学生の受け入れに当たっては、学力試験による選抜のほ

か、高等学校長からの推せんによる選抜や現に事業所等で

従事し、学習意欲の旺盛な社会人受け入れの特別選抜の枠

が充分に用意されています。

推せん入学及び社会人の特別選抜による入学の申し込み

期間は昭和60年 9月10日から 9月20日までとなっています。
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E 

見た

私明
のた

県

政

ル

ポ

農
業
試
験
場
果
樹
試
験
場

砂
試
験
場
の
果
樹
園
を
視
察
し
ま
す

農
業
試
験
場
果
樹
試
験
場

富
山
県
農
業
試
験
場
果
樹
試
験
場

の
新
庁
舎
、
附
属
建
物
等
が
こ
の
た

び
完
成
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

平
屋
建
五
百
四
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル

と
旧
庁
舎
の
約
二
倍
の
広
き
、
栽
培

実
験
室
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
設
備

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

同
試
験
場
は
、
明
治
十
七
年
勧
業

育
種
場
が
上
新
川
郡
奥
田
村
(
現
富

山
市
稲
荷
元
町
)
に
設
置
さ
れ
、
果

樹
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
名
称
を
農
事
試

曾
験
場
、
農
業
試
験
場
と
変
え
、
昭
和

新
九
年
出
町
園
芸
分
場
が
分
離
独
立
し
、

繍
昭
和
三
十
七
年
に
は
、
果
樹
振
興
に

矧
対
す
る
県
下
果
樹
生
産
者
の
強
い
希

た

望
に
よ
り
出
町
園
芸
分
場
か
ら
魚
津

つな
果
樹
分
場
が
独
立
し
た
も
の
で
す
。

/
¥
 

し
ま
た
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
、
現
在

酬

の
農
業
試
験
場
果
樹
試
験
場
と
改
称

場
を
小
杉
町
に
お
住
ま
い
の
主
婦
、

堀
田
孝
子
さ
ん
に
ル
ポ
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

果
樹
試
験
場
を
訪
問
し
て

魚
津
と
聞
け
ば
水
族
館
、
こ
れ
し

か
知
ら
な
い
県
外
生
活
の
長
か

っ
た

私
が
、
富
山
を
も
う
少
し
見
た
い
、

勉
強
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
時

に
出
逢
っ
た
の
が
県
政
ル
ポ
で
あ
る
。

遠
足
気
分
の
ル
ン
ル
ン
気
分
で
お

す
訪
ね
し
た
の
が
、
魚
津
市
六
郎
丸
の

時
果
樹
試
験
場
の
新
し
く
建
て
ら
れ
た

栂
ピ
カ
ピ
カ
の
新
庁
舎
で
あ
る
。

旧
庁

棚
舎
が
老
朽
化
し
、
手
狭
に
な
っ
た
の

的
と
、
今
年
七
月
十
九
日
の
全
国
ナ
ン

糠
研
究
大
会
の
視
察
会
場
の

一
つ
に
同

企

試
験
場
が
決
ま
っ
た
の
を
機
に
新
築

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

新
庁
舎
は
、
旧
庁
舎
の
約
二
倍
の

広
さ
が
あ
り
、
栽
培
実
験
室
を
は
じ

め
、
病
害
虫
実
験
室
、
恒
温
恒
湿
室
吋

図
書
資
料
室
、
職
員
室
、
場
長
室
、

一
時
研
修
室
が
整
備
さ
れ
、
こ

の
他
に
作

ぽ
業
管
理
棟
、
機
械
格
納
庫
、
温
室
二

併
棟
な
ど
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

性
果
樹
試
験
場
で
は
、
県
内
の
果
実

M
の
生
産
を
高
め
る
た
め
の
基
礎
的
な

さ
れ
ま
し
た
。

果
樹
栽
培
に
関
す
る
研
究
課
題
と

し
て
は
、
①
品
種
の
特
性
調
査
と
優

良
品
種
の
選
定
、
②
高
品
質
安
定
多

収
技
術
の
確
立
、
③
省
力
技
術
体
系

の
確
立
、

④
土
壌
改
良
及
ぴ
施
肥
改

善
技
術
の
確
立
、
⑤
病
害
虫
発
生
予

察
及
ぴ
防
除
技
術
体
系
の
確
立
、
⑥

雪
害
防
止
技
術
の
確
立
、
⑦
品
質
管

理
、
加
工
技
術
の
確
立
が
あ
り
ま
す
。

果
樹
試
験
場
で
は
、
こ
の
よ
う
な

試
験
研
究
の
ほ
か
、

①
果
樹
栽
培
技

術
の
相
談
と
指
導
、
②
果
樹
農
家
、

農
業
技
術
者
の
育
成
、
③
技
術
情
報

の
提
供
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
口
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果
樹
試
験
場
で
は
、
現
在
、
果
樹

見
本
園
の
植
栽
工
事

・
ほ
場
整
備
工

事
(
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
・

排
水
、
り

ん
ご
支
柱
の
設
置
)
を
進
め
て
い
ま

す
。
十
月
末
に
は
、
完
成
式
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
果
樹
試
験

技
術
を
研
究
し
、
高
め
、
確
立
す
る

研
究
機
関
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く

の
県
民
の
皆
さ
ん
に
、
美
味
し
い
果

物
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
お
う
と

研
究
を
続
け
て
い
る
。

石
の
上
に
も
三
年
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
事
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の

果
樹
試
験
場
に
お
い
て
は
、
石
の
上

に
も
三
十
年
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ

リ
あ
て
は
ま
る
。
何
十
年
に
も
わ
た

り
土
壌
、
天
候
、
果
樹
の
性
質
を
調

べ
、
果
樹
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か

し
商
品
化
し
て
い
く
、
地
味
な
、
地

味
な
世
界
な
の
で
あ
る
。

美
味
し
い
果
物
を
大
量
出
荷
し
、

県
民
の
皆
様
に
食
し
て
ほ
し
い
、
こ

れ
が
、
こ
の
研
究
所
の
願
い
だ
そ
う

で
あ
る
。
私
等
、
い
つ
も
テ
ー
ブ
ル

の
上
に
果
物
を
並
べ
食
し
て
い
る
が

恥
ず
か
し
い
こ
と
に
、
こ
ん
な
隠
れ

た
努
力
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

今
更
な
が
ら
感
謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。

「量
は
少
な
い
け
れ
ど
、
富
山
県
の

果
実
は
質
が
高
く
美
味
し
い
は
ず
、

ぜ
ひ
富
山
県
の
果
実
を
食
べ
て
ほ
し

い
f
そ
の
た
め
に
試
験
場
は
努
力
し
、

頑
張
り
ま
す
。」
と
の
場
長
の
言
葉
。

眼
鏡
の
奥
が
キ
ラ
リ
と
光
っ
て
見
え

15 
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シ
リ
ー
ズ

成
人
病
の
予
防

(4
)

揚

3タ

が-
ん・本九
に県 月
よでは
るは「
死、が
亡 全ん
者死征
数亡圧
は者」
、の月

昭う間
和ちで
二 、す

十
七
年
か
ら
昭
和
五
十
三
年
ま
で
は

脳
卒
中
に
次
い
で
二
番
目
に
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
昭
和
五
十
四
年
に
は

つ
い
に
が
ん
が

一
番
目
と
な
り
、
現

在
も
続
い
て
い
ま
す
。

昨
年

一
年
間
に
が
ん
で
亡
く
な
っ

た
人
は
、
全
国
で
十
八
万
二
千
二
百

二
十
五
人
(
人
口
十
万
人
当
り
百
五

十

五
人
死
亡
)
、
富
山
県
で
は

千
十
八
人
(
人
口
十
万
人
当
り
百
八

十

一
・
三
人
死
亡
)
を
数
え
、
人
口

十
万
人
当
り
で
比
較
す
る
と
、
全
国

十

一
位
と
な
り
ま
す
。

が
ん
の
予
防

と
こ
ろ
で
、
が
ん
を
予
防
す
る
た

め

は

つつ
はの

方
が・法
ん・が
にあ
なり
ら ま
なす
し、 。

そ
の

で よ
あう
りに
、す

もる
う方
一 法
つ(
は第

が・次
ん・予
に防
な)

⑭ 

包
司
恒

っ
て
も
そ
れ
で
死
ぬ
の
を
防
ぐ
方
法

(第
二
次
予
防
)
で
す
。

第
一
次
予
防

取
りが・
除ん・
くの
こ原
と因
にを
よ究
り 明
、し

が・
ん・こ
にれ
なを

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ

の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究

が
進
め
ら
れ
、
食
品
添
加
物
、
薬
品
、

農
薬
の

一
部
等
、
が
ん
の
原
因
も
か

な
り
解
明
さ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、

第

一
次
予
防
に
よ
り
が
ん
が
征
圧
さ

れ
る
時
が
く
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い

な有ま
いのす
た自が
め覚
に症現

状時
が・が点
ん・なに
検いお
診が・い
をん・て
受には
けな
、ら特

自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

が
最
も
大
切
で
す
。

第
二
次
予
防

れ
は昔
、は

イが・
コん・
! と
ル診

「断
死き
」れ

をる
意と
味
しそ

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
早
期
に
発
見

さ
れ
た
が
ん
で
あ
れ
ば

ほ
ぼ
百
パ

1

セ
ン
ト
な
お
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
、
医
学
、
医
療
技
術
が
進
歩
し
て

き
ま
し
た
。

かし
けか
込し
ん
だ症
が・状
ん・が
は出
、 て

約か
五ら
十病
パ院

1

セ
ン
ト
く
ら
い
し
か
な
お
ら
な
い

胃がん検診受診率(男・女)

た
の
は
、
私
の
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。

良
い
果
実
商
品
と
は
、
味
、
色
、

香
り
、
こ
の
三
拍
子
が
そ
ろ
っ
て

初
め
て
消
費
者
が
つ
い
て
く
る
そ
う

で
あ
る
。

美
味
し
い
品
種
ほ
ど
、
人
間
で
言

う
虚
弱
体
質
、
美
味
し
い
も
の
を
作

る
事
が
モ
ッ
ト
ー
の
同
試
験
場
で
は

絶
え
ず
果
樹
を
観
察
す
る
事
に
余
念

が
な
い
と
の
事
。
「
手
抜
き
を
す
れ
ば

果
樹
は
正
直
に
そ
れ
を
顔
に
現
す
。

こ
こ
に
勤
め
て
い
る
職
員
の
果
樹
、

果
実
へ
の
愛
情
は
、
子
供
を
育
て
る

の
と
同
じ
で
す
ω

と
淡
々
と
語
ら
れ

る
場
長
、
そ
し
て
業
務
に
励
ん
で
い

る
皆
さ
ん
の
熱
い
ま
な
、
ぎ
し
。
奥
深

。
い
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。

は
果
樹
試
験
場
は
、
多
く
の
果
樹
栽

時
培
農
家
、
そ
し
て
県
民
の
皆
き
ん
に

択

一
度
ぜ
ひ
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
所
で

制
あ
る
。

む
私
達
が
、
普
段
何
げ
な
く
食
し
て

酬
い
る
食
物
だ
が
、
こ
れ
を
影
で
支
え

保
て
い
る
試
験
場
、
き
な
が
ら
華
や
か
な

秋
ス
テ
ー
ジ
の
舞
台
裏
の
よ
う
で
あ
る
。

斗。
割
こ
う
い
っ
た
影
の
存
在
の
重
さ
を

欄
身
に
浸
み
て
感
じ
な
が
ら
果
樹
試
験

崎
場
を
後
に
し
た
。

一

叫

レ

ポ

ー

タ

ー

ー
四

一
・一一

(内
三
二
八
)

県
広
報
課
で
は
、
こ
の
「
私

16  

の
県
政
ル
ポ
」
の
コ
ー
ナ
ー
に

参
加
・

協
力
し
て
下
さ
る
レ
ポ

ー
タ

l
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
の
資
格
は
性
別
・
年
齢

職
業
を
問
い
ま
せ
ん
。
個
人

グ
ル
ー
プ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

県
政
に
対
す
る
卒
直
な
意
見

感
想
を
語
っ
て
い
た
だ
け
る
方

の
応
募
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

V
応
募
要
領

応
募
は
葉
書
ま
た
は
電
話
で

表

ロロ
奮

山

市
新
総
姻
輪

ロ

‘

一
番
七
号

団

富

山
県
知
事
公
室
広
報
課

E

「私
の
県
政
ル
ポ
」
係
宛

裏

見
た
い
施
設
名
な
ど

氏
名

住
所

連
絡
先

(
電
話
番
号
)

性
別
・
年
齢
酌
・
駿
業

(注
)

グ
ル
ー
プ
の
場
合
U
代

表
者
の
も
の
で
お
願
い

l
U
念
か
す
ヲ
。

V
電
話
で
の
応
募
お
よ
ぴ
問
い

合
わ
せ

県
広
報
課
宮

(
O
七
六
回

堀
田
孝
子

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
か
け
が

0・r可.

え
の
な
い
健
康
を
守
る
た
め
四
十
歳

を
過
ぎ
た
ら
、
少
な
く
と
も
年

一
回

以
上
は
検
診
を
受
け
る
よ
う
心
が
け

た
い
も
の
で
す
。

一
満
一
一
上
一

一二木一一

必
一

-
-
O
R
o
-

-

b
n

-

-
O
マ
o-
-
-

6
，
-

-
e
o
』

'
-
-
q
ι
-

一
満
一
一
満
一

一
未
一
一

~未一

-
'3

E
-
-o
一。
一

一

め
h

-

一
O
E
O-
一

-
6
-
-
1
2
-

凡

仇

qフ



ま
っ
た
け

九
月
に
入
る
と
、

小
杉
町
や
砺
波
市
、

婦
中
町
の
山
間
地
な
ど
か
ら
ま
っ
た
け
が

採
れ
た
と
い
う
た
よ
り
が
届
け
ら
れ
て
き

ま
す
。ま

っ
た
け
は
、
日
本
で
最
も
愛
好
さ
れ

る
食
用
キ
ノ
コ
、
人
工
栽
培
は
困

l''

難
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

胴
聞

ゆ
え
、
産
地
で
は
、
い
か
に
量
を

hu

確
保
す
る
か
に
頭
を
痛
め
ま
す
。

U
問

キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
ま
っ
た
け
専
門

色
園
司

の
狩
人
が
、
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
と

-F防

活
動
を
開
始
し
ま
す
。

i
h

料
理
と
し
て
は
、
「
に
お
い
マ
ツ

・

E.

タ
ケ
味
シ
メ
ジ
」
と
言
わ
れ
る
よ

と

う
に
、
香
り
を
珍
重
し
ま
す
。
ま

っ
た
け
の
真
の
香
味
は
新
鮮
な
採
り
た
て

の
も
の
に
あ
り
ま
す
。
山
で
採
り
た
て
の

も
の
を
そ
の
場
で
、
手
の
こ
ん
だ
こ
と
を

せ
ず
、
蒸
焼
に
し
て
食
べ
る
の
が
一
番
お

い
し
い
と
さ
れ
ま
す
。
ま
っ
た
け
料
理
は
、

す
べ
て
こ
の
香
り
と
い
う
点
に
留
意
す
べ

き
で
す
。
吸
物
、
焼
物
、
蒸
物
、
あ
え
物
、

コ
ン
フ
と

な
べ
物
の
あ
し
ら
い
、
揚
物
、

の
つ
く
だ
煮
、
す
し
の
ぐ
、
た
き
こ
み
の

ま
っ
た
け
ご
飯
な
ど
幅
広
い
料
理
に
利
用

さ
れ
ま
す
が
、
最
も
風
趣
に
富
む
の
が
蒸

焼
き
で
す
。

蒸
焼
き
を
家
庭
で
手
軽
に
す
る
に
は
、

ぬ
れ
た
和
紙
に
包
ん
で
網
の
上
で
焼
い
た

り
、
あ
る
い
は
か
さ
を
あ
お
向
け
に
し
、

少
し
食
塩
を
す
り
込
み
、
直
火
で
焼
き
、

ダ
イ
ダ
イ
や
ユ
ズ
の
絞
汁
を
添
え
た
り
す

る
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
欲
の
秋
、
ま
っ
た
け
は
、
秋
の
味
覚

の
王
者
で
す
。

、~ I1、
》宅 -さ.

の?
とロガ
/J'-フ

福
岡
町
の
奥
地
を
流

れ
る
子
撫
川
の
川
沿
い

に
見
ら
れ
る
、

緑
色
が

か
っ
た
岩
石

(
凝
灰
岩

層
)
や
黄
褐
色
の
板
を
積
み
重
ね

た
よ
う
な
地
層
(
層
灰
岩
層
)

まちか6e6か§

は

町
で
は
も
っ
と
も
古
い
地
層
で
、

約
二
千
万
か
ら
二
千
五
百
万
年
前

頃
の
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
層
の
上
に

出
来
た
の
が
、
小
矢
部
市
の
宮
島

峡
と
福
岡
町
の
滝
の
沢
で
す
。
層

灰
岩
層
は
火
山
灰
の
硬
く
凝
固
し

た
部
分
と
泥
質
の
部
分
と
の
互
層

に
な
っ
て
い
て
、
縦
の
節
理
も
発

達
し
て
、
ち
ょ
う
ど
レ
ン
ガ
を
積
み
重
ね

た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ
の
層
灰
岩
層
を

連
鎖
販
売

(マ

ル
チ
商
法
)
に

注

意

「
う
ま
い
話
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
友
人

か
ら
誘
わ
れ
て
会
社
の
営
業
所
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
「
勤
め
な
が
ら
金
も
う
け
が
で
き

ま
す
」
と
い
わ
れ
、
つ
い
や
っ
て
み
ょ
う

か
と
販
売
契
約
を
結
ぴ
商
品
の
代
金
と
年

会
費
約
六
万
円
余
り
を
支
払
い
ま
し
た
。

講
習
会
や
販
売
庖
で
話
を
聞
き
な
が
ら

商
品
を
購
入
し
、
そ
れ
を
知
人
に
売
っ
た

り
し
ま
し
た
が
実
際
に
は
商
品
は
売
れ

な
い
。
新
し
い
販
売
員
を
見
つ
け
た
方
が

利
益
も
大
き
い
の
で
知
人
や
友
人
に
さ
そ

い
か
け
ま
し
た
が
こ
れ
も
困
難
。
結
局
た

く
さ
ん
の
商
品
を
抱
え
こ
ん
で
し
ま
い
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
相
談
が
若
い
人

達
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
ル
チ
商
法

「
庖
を
も
た
な
い
個
人
が
買
い
入
れ
た

商
品
を
再
ぴ
販
売
し
・
な
が
ら
新
た
な
販
売

員
を
組
織
に
加
入
さ
せ
て
自
分
が
上
の
ラ

ン
ク
に
引
き
上
が
る
こ
と
で
利
益
を
得
る
。L

と
い
う
販
売
を
連
鎖
販
売
(
マ
ル
チ
商
法
)

と
い
い
ま
す
。

販
売
す
る
商
品
は
ふ
と
ん
、
洗
剤
、
化

粧
品
、
自
動
車
用
品
、
皮
製
品
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
、
商
品
価
値
の
な
い
も
の
や
、
庖

頭
で
売
ら
れ
て
い
る
も
の
よ
り
割
高
な
も

の
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
商
品
が

売
れ
な
い
の
で
販
売
員
を
勧
誘
し
て
利
益

を
得
る
こ
と
に
力
を
入
れ
よ
う
と
し
て
友

人
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
り
膨
大
な
借
金

を
抱
え
る
こ
と
に
・
な
っ
た
り
し
ま
す
。

マ
ル
チ
商
法
の
規
制

マ
ル
チ
商
法
は
「
訪
問
販
売
法
等
に
関

す
る
法
律
L

で
規
制
さ
れ
、
取
引
の
勧
誘

に
あ
た
っ
て
は

1
不
当
な
勧
誘
行
為
の
禁
止

統
括
者
又
は
勧
誘
者
が
、
重
要
な
事
項

に
つ
い
て
故
意
に
事
実
を
告
げ
な
か
っ
た

り
、
本
当
の
こ
と
を
い
わ
な
い
行
為
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
書
面
の
交
付
義
務

特
定
負
担
に
つ
い
て
の
契
約
と
結
ぶ
前

に
、
連
鎖
販
売
業
の
概
要
(
商
品
名
・
販

売
価
格
等
)
を
記
載
し
た
書
面
を
手
渡
し

。
〈
ゐ
し
の
醐
B
2
0ず
U

子
撫
川
の
急
流
が
洗
い
、
滝
や
、

小
石
が

流
れ
の
作
用
で
岩
面
に
穴
を
掘
る

「
ポ
ッ

18 

ト
ホ
l
ル
」
等
を
造
っ
た
の
で
す
。
当
然、

測
ヶ
谷
層
灰
岩
層
の
露
出
し
て
い
る
所
に

は
、
滝
の
沢
を
含
め
数
多
く
の
渓
谷
美
を

造
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
ナ
イ
ア
ガ
ラ

(
滝
の
沢
)
+l
阜、

他
で
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
、

美
し
さ
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。
春
夏
秋
冬
、
四
季
折

々
の
さ
ま
ざ
ま
な
衣
装
を
纏
い
、
人
々
の

目
を
惑
わ
せ
ま
す
。
福
岡

一
の
景
勝
地
、

人
情
豊
か
な
山
里
に
あ
る
滝
の
沢
に
、
あ

な
た
も
足
を
は
こ
び
ま
せ
ん
か
。

-・4
2
u
す
日
。

〈
ら
し
の
閉
E
2
0
ず
U

契
約
を
結
ん
だ
と
き
に
は
、
契
約
の
内
容

(
商
品
の
販
売
条
件
、
契
約
解
約
条
件
等
)

を
示
す
書
面
を
交
付
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

3
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

契
約
を
結
ん
だ
日
を
含
め
て
十
四
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
書
面
に
よ
り
契
約
の
解
除

を
申
出
れ
ば
無
条
件
で
解
約
と
な
り
ま
す
。

マ
ル
チ
ま
が
い
商
法

マ
ル
チ
商
法
は
先
に
の
べ
た
よ
う
に
法

律
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
こ
の

商
法
を
真
似
た
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
が
多

く
、
相
談
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

法
律
で
い
う
マ
ル
チ
商
法
と
は
商
品
の

再
販
売
、
新
規
販
売
員
の
勧
誘
・
商
品
の

仕
入
代
と
取
引
料
の
特
定
負
担
金
が
二
万

円
以
上
等
を
条
件
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、

マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
は
、
た
だ
購
入
者
を

見
つ
け
れ
ば
よ
い
だ
け
で
商
品
の
再
販
売

を
行
わ
な
い
と
か
、
特
定
負
担
金
が
二
万

円
に
満
た
な
い
な
ど
法
規
制
を
受
け
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
商
品
と
し
て
は
印

鑑
、
磁
気
ふ
と
ん
、
羽
毛
ふ
と
ん
、
化
粧

品
、
鍋
、
洗
剤
、
健
康
食
品
等
い
ろ
い
ろ

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
勧
誘
に
は
一
考
を

マ
ル
チ
商
法
・
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
と

も
に
「
簡
単
に
お
金
も
う
け
が
で
き
る
」

と
友
人
・
知
人
に
勧
め
ま
す
が
、
次
の
よ

う
な
誘
い
が
か
か
る
場
合
、

十
分
注
意
し

土
品
、
し
ょ
、
っ
。

①
あ
な
た
が
組
購
入
し
、
そ
の
あ
と
購

入
者
を
紹
介
す
る
と
収
入
が
入
り
ま
す
よ
。

と
か
、
六
人
紹
介
す
れ
ば
あ
な
た
の
分
が

無
料
に
な
り
ま
す
と
勧
誘
し
ま
す
。

②
紹
介
す
る
際
に
は
「
い
い
話
が
あ
る
L

と
だ
け
教
え
、
商
品
の
販
売
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
組
織
に
加
入
さ
せ
よ
う
と
思
う
人
を
説

明
会
場
に
つ
れ
て
い
き
ま
す
。

④
友
人
や
知
人
な
ど
誘
い
に
の

っ
て
く
れ

そ
う
な
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

⑤
最
近
、
と
く
に
若
い
人
を
誘
う
こ
と
が

多
く
、
パ
ー
テ
ィ
や
旅
行
、
講
習
会
等
で

仲
間
意
識
を
植
え
つ
け
て
か
ら
勧
誘
し
ま

す
。
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ネ
ズ
ミ
講
は
新
会
員
を
加
入
さ
せ
る
だ

け
で
お
金
が
入
っ
て
く
る
商
法
で
今
で
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
販
売
が
ネ
ズ

ミ
講
だ
と
い
わ
れ
る
の
は
、
商
品
の
価
値

が
な
い
の
に
高
額
な
お
金
が
動
く
た
め
で

す
。
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
で
あ
っ
て
も
こ

の
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

う
ま
い
話
に
は
か
な
ら
ず
と
言
っ
て
よ

い
ほ
ど
落
し
穴
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分
注

意
し
た
い
も
の
で
す
。

(
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
)



【県政のうごき 4【
ア月16日"'8月15日

閉園時間を午後 8時まで延長して

行われたこのフェスティパルでは、

百年の泉の夜景をバックに、滝沢卓

さんの演奏するシンセサイザーの音

色と田中政明さんのボーカルが、夕

涼みがてら集まった観衆 ・聴衆を魅

了しました。

8月15日
麗平和への誓いを

第23回富山県戦没者追悼式が県民

会館大ホールでしめやかに営まれま

した。

戦没者の遺族や関係者約 1、000人

が列席し、 3万人を超える富山県関

係の戦争犠牲者のめい福を祈り、恒

久平和を誓いました。

8月4日
麗おまわりさんの

演奏とドリルの祭典
中部 6県警察音楽隊大演奏会が、

行われました。会場となった富山市

公会堂には聴衆約 3、000人が集まり

警察音楽隊の演奏に聴きほれました。

また演奏会に先立ち富山市の繁華

街でパレードも行われ、夏休みで集

った子供たちを喜ばせました。

8月13---158
~夕涼みしながら音楽を
県民公園太閤山ランドでサマーフ

ェスティパル85r音楽の夕べ」が行

われました。

の医療、看護業務に対する理解と認

識を深めてもらおうと、高校 3年生

を対象とした看護見学会が聞かれま

した。

見学病院は、県立中央病院や高岡

市民病院など 6つの病院(今年から

富山医薬大付属病院でも新規実施)

で、県内33校から 280名が参加しま

した。

8月1---4日
麗TIATF/ '85開幕

富山国際高校演劇祭が閉幕しまし

た。 (本文 1ページをご覧ください。)

8月1---ア白
鶴庄川町水まつり

庄川町水記念公園をメイン会場と

して第 1回庄川町水ま つりが開催さ

れ、「水の写真展」や水の作文コンク

ールの表彰及び発表会などさまざま

なイベントがくりひろげられました。

また 8月 3日土曜日には、名水百

選味くらべが行われ、とやまの水の

おいしさを確かめあいました。

V看護婦さんからいろいろ説明を受けます

(一番手前が看護婦さん)

4

司
球
場
で
声
援
を
送
る
応
援
団

4
『見
事
な
警
察
音
楽
隊
、
ス
ト
レ
ー
ト
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
隊
の
妙
技

20  

来県し、県庁を訪れました。

今回、来県したのは、単語}起きん

と雇鼠訴さんの二人で、 7月22日か

ら9月 5日までの46日間、県農業試

験場及ぴ果樹試験場で、水稲 ・果樹

について研修を受けることになって

います。

ア月25・26日
麗高校生 1日看護見学

看護婦業務の見学を通じて、今日

大会に先立ち、 19日には、全国か

ら集まった梨生産者や関係者約 6百

人が、県農業試験場の果樹試験場や

呉羽の梨園、呉羽農協選果場などを

2班に分かれて視察しました。また

研究大会には、県内の梨生産者や関

係者も加わり総勢で約 1，100人が参

加し、体験発表や講演などが行われ

ました。

ア月21白
磁甲子園をめざして

第67回全国高校野球大会の出場権

を賭けた富山大会が始まり、連日の

猛暑のなか、白熱した好ゲームが繰

りひろげられました。

29日に高岡城光寺球場で行われた

首舗と富話の決勝戦は 4-1のスコ

アで、昔話が勝ち甲子園への切符を手

にしました。

ア月23日
麗遼寧省中級農業研修員来県

中国遼寧省から農業技術研修員が

21 

ア月17日
麗県民大学校夏季講座始まる

全国的に著名な講師を招いての講

座、県民大学校夏季講座が始まりま

した。この夏季講座は、昭和49年か

ら行われているもので、今年で12回

目を数えます。今年は講師12名が来

県し、延べ18回聞かれました。

ア月18日(19日〉
~ブラジルサンパウ口州と友

好県州締結
ブラジルのサンパウロ州と富山県

との聞に友好県州が締結されました。

(詳しくは、本文ページをご覧く

ださい。なお、上記カッコ中19日と

あるのは時差による日本時間です。)

ア月20日
麗おいしいたナシミ を作ろう

全国ナシ研究会
第35回全国梨研究大会富山県大会

が県民会館で聞かれました。
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園
無
料
検
診
と
講
演
会

心
臓
病
の
子
ど
も
の
た
め
の
無
料
検
診

と
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

V
日

時

九

月

十

五

日

(日
)

V
場

所

県

民

会

館

検
診
と
相
談
は
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

受
付
は
、
午
前
九
時
か
ら
十

一
時
ま
で
で
す
。

特
別
講
演
は
、
午
後

一
時
か
ら
三
時
ま

で
、
県
立
中
央
病
院
の
藤
村
光
夫
医
師
が

「心
臓
病
の
重
症
例
治
療
の
現
状
と
将
来

の
展
望
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
相
談
や
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
う
え
、
講
演
も
聞
け
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
o

a

募

集

-
職
業
訓
練
優
良
企
業
の
募
集

従
業
員
の
生
涯
に
わ
た
る
能
力
開
発
を

目
指
し
事
業
所
内
職
業
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
企
業
の
う
ち
か
ら
、
模
範
と
な
る
よ

う
な
優
良
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

選
定
要
件
は
、
次
の
事
項
に
特
色
を
持

つ
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
企
業
で
す
。

O
訓
練
計
画
O
訓
練
目
的

O
訓
練
技
法

V
募
集
期

間

九

月

二
十
日
ま
で

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

訓
練
課
ま
で
。

県
庁
職
業

デザイン展作昂募集
デザインに対する理解、デザイン技術の高揚がテー

マ、第25固デザイン壌を開催します。出品者は県内に

在住または勤務される方です。ふるって応募下さい0

.会期 10月26日'""28日
@会場高岡地場産業センター

@申込締切 10月16日
@問い合せ・申し込み先

富山県デザイン協会 (富山県工業試験場内)

告 0766-21-2121
富山市産業奨励館デザイン室台0764-32-3488

問
い
合
わ
せ
は
、
県
庁
公
衆
衛
生
課

程。
七六四
l
三
丁
四
一
一
一

(内
四
四
九
)
ま
で

圃
「
く
す
り
の
と
や
ま
」
の

-
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

産
地
県
「
く
す
り
の
と
や
ま
」
の
シ
ン

ボ
ル
マ

l
ク
が
決
ま
り
ま
し
た
。

全
国
か
ら
五
百
六
十

一
点
が
応
募
さ
れ
、

審
査
の
結
果
、
東
田
修

一
さ

ん

(
三
十
二

歳
、
芸
術
専
門
学
校
学
校
長
)
の
作
品

が
入
選
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
錠
剤
の
形
に
立
山
と
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
イ
メ

ー
ジ
を
オ
ー
バ
ー
ラ

ッ
プ
さ
せ
て
、
産
地
県
「
く
す
り
の
と
や

ま
」
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

O
問
い
合
わ
せ
県
庁
薬
業
振
興
課
ま
で

日

救急医療週間

9月8日-..9月14日

9月9
くすりのとやま日の急救

巴曜 士易 戸庁 時 間 日曜 場 所 8寺 間

6幽 井波町保健センター前 10 ∞~15 : 30 1倒4宇奈月町商工会館前 10 ∞~ 1 5 30 

7出 富山駅前 10 ∞~ 1 6 ∞ 21凶 富山駅前 10 ∞~16 ∞ 

高岡駅前 10 ∞~15 : 30 高岡駅前 10 ∞~1 5 : 30 

8(日) 富山西武前 10 : 00~ 16:00 22日) 砺波市ジャスコ前 1 0 ∞~ 1 5 : 30 

11剣 大山町役場前 10:00~ 15 : 30 28;オサ 福岡駅前 1 0 ∞~15 : 30 

14(土)富山駅前 10 ∞~ 1 6 ∞ 28::tl 富山駅前 1 0 ∞~16 ∞ 

高岡駅前 10 ∞~15 30 高岡駅前 10 ∞~15 : 30 

1~臼) 富山市中央通り前 10 ∞~16 ∞ 祖国 高岡駅前 1 0 ∞~15 30 

H附 滑川市役所前 10 ∞~ 1 5 : 30 

9月街頭献血日程

東京国立博物館巡回展
ご「日本の美」之縄文から江戸時代まで

県民会館で東京国立博物館の所

蔵品が見られます。

美術 ・歴史的資料として貴重な

考古資料、絵画、書跡、 工芸作品

など、国宝、重要文化財を含む142

件を厳選し一堂に展示 します。

この巡回展も、 富山での開催が

最後となりますので美術フ ァン な

らずもお見逃しなく 。

。入場料 一般600円、 高大生300
円、小中生200円

9 月 7 日 ~ 29 日

一一………一…
誠
一一引い一…一一一一…
鱒
一一………………一一

圃
危
険
物
取
扱
者
試
験

昭
和

ω年
度
第

2
回
危
険
物
取
扱
者
試

験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一
、
試
験
種
別
甲
種
及
ぴ
乙
種

(全
類
)

二
、
試
験
日
時

付
乙
種
第
4
類

昭
和

ω年
日
月
刀
日

(日
)
午
前

9
時

初
分
か
ら

口
甲
種
及
ぴ
乙
種

(第
4
類
を
除
く
)

昭
和

ω年
日
月

η
日
(日
)
午
後

1
時

か
ら

=
一、

試

験

会

場

県

立
富
山
工
業
高
等
学

校

(富
山
市
五
福
二
二

三
一八
番
地
)

四
、
受
験
願
書
提

出

期

間

昭

和

ω年
目

月
1
日
(火
)
か
ら
同
年
印
月
日
日
(金
)

お
わ
び
・
訂
正

広
報
と
や
ま

8
月
号

1
ペ
ー
ジ

「
太
閤

山
ラ
ン
ド
貸
ボ

l
ト
お
目
見
え
」
の
と
こ

ろ
で
、
貸
出
料
金
が
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。

お
わ
ぴ
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

但ハ

正

ロ
ウ
ボ
ー
ト

5
0
0
円
↓
3
0
0
円

サ
イ
ク
ル
ボ

l
ト

3
0
0
円
↓
5
0
0
円

ま
で

五
、
受
験
願
書

の
配
布
及
ぴ
提
出
先

付
(
財
)
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
富
山

県
支
部
富
山
市
西
田
地
方
2
ー
ロ

|

1

富
山
県
防
災
セ
ン
タ
ー
2
階

一Tmー
口

口
富
山
県
消
防
防
災
課

富
山
市
新
総
曲
輪

1
1
7

〒
問

日
最
寄
り
の
消
防
署

六
、
そ
の
他
詳
細
は
消
防
試
験
研
究
セ

ン

タ
l
富
山
県
支
部
へ
照
会
し
て
下
さ
い
。

(8
0七
六
回
|
九
了
五
五
六
五
)

期。会

テレビ広報

・北日本放送
毎週日曜 日 制8 ・ 00~8 ・ 30

「こんにちは富山県です」

・富山テレビ放送
毎週日曜日制9 : 00~9: 30
'110万人のひろば
ークイズフォーカスインー」

広 報

媒体

圃画自固園ロ画E層面圃層面直面

ラジオ広報

・FMとやま
“ふれあいホットライン"

県内各地からホットな話題を
クリアなサウンドでおとどけ
します

毎週月~金曜日 馴9:30~9 : 35

22  

新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中日
毎月第2土曜日
「県からのお知らぜ」

毎月最終土曜日
「みんなの県政」

・朝日必毎日
毎月第 2、最終土曜日
「県からのお知らぜ」

ε霊OJ翠'4fiil"45'
-困りごと相談所

警察本部防犯少年課

ft0764-33-8080 
・覚せい剤・サラ金相談

警察本部生活保安課
宮 0764-41-8904

・暴力団ゼ口110番
警察本部捜査第二課

宮 0764-42-0110
このほか各警察署でも受け

付けています。

艦乞孟藍墨画亙酒量9
-消費生活センター

富山市安住町7ーヰ8
安住町第一生命ビル内
宮 0764-32-2949

-・・・l~.理冒E理軍軍事官ヨ・・・・
富山市新総曲輪1-7(県庁内)

宮 (0764)31-4111 (代)
31-3131 (県民電話)

~ 

主談本目民-県

-消費生活センター高岡支所
高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 0766-25-2777
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高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
ft(0766)21-9411 

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

告 (0765)24-5311 

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)

宮(0763)33-5151 

-高岡地方県民相談室

-魚津地方県民相談室

-砺波地方県民相談室
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町
内
会
と
い
う
も
の

に
つ
い
て

私
は
、
香
川
県
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
が
、
あ
ち
ら
は
公
民
館
活
動
や

青
年
団
活
動
は
な
い
に
等
し
く
、
こ

ち
ら
へ
参
り
、
そ
う
い
う
社
会
教
育

活
動
が
活
発
な
の
で
、
と
て
も
よ
い

と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
内
会

の
組
織
運
営
に
つ
い
て
は
、
各
々
町

内
会
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
、
民
主
的

で
な
く
、
封
建
的
な
面
が
残
っ
て
い

る
の
で
驚
い
て
い
ま
す
。

私
が
以
前
住
ん
で
い
た
と
な
り
の

町
内
会
は
、
班
で
委
員
と
班
長
を
輪

番
制
で
選
ぴ
、
町
内
会
の
区
長
、
会

計
な
ど
も
誰
で
も
な
れ
る
若
い
民
主

的
な
も
の
で
し
た
。
会
費
も
差
別
な

く
一
律
で
平
等
感
が
あ
り
ま
し
た
。

シリーズ⑬甘さイッパイ

%違王国

とマま
と
こ
ろ
が
、
今
引
っ
越
し
て
す
ぐ

隣
の
集
落
に
入
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
。

新
参
者
は
発
言
権
が
な
く
、
わ
が
班

は
、
委
員
を
出
せ
ず
、
班
長
の
み
。

区
長
や
会
計
は
、
代
々
住
む
古
く
て

田
ん
ぼ
の
あ
る
家
ば
か
り
。
会
費
は

一
律
で
な
く
、

H

万
雑
H

な
ど
と
い
う

古
め
か
し
い
呼
ぴ
名
、
田
ん
ぼ
の
な

い
私
は
安
く
て
い
い
も
の
の
、
そ
の

分
、
発
言
権
も
な
け
れ
ば
運
営
に
参

加
で
き
な
い
と
い
う
、
非
民
主
的
な

町
内
会
な
の
で
す
。
昔
か
ら
の
集
落

で
純
農
村
だ
か
ら
で
し
ょ
う
が
、
続

続
と
新
し
い
住
宅
地
が
広
が
り
転
入

者
が
多
い
の
に
、
新
し
い

H

よ
そ
者
H

と
い
う
意
識
が
あ
り
あ
り
で
す
。
富

山
の
古
き
封
建
的
な
閉
鎖
性
を
思
い

知
っ
た
よ
う
で
す
。

封
建
性
の

一
掃
、
民
主
的
運
営
を
、

誰
で
も
発
言
の
機
会
の
与
え
ら
れ
る

真
の
民
主
的
な
住
み
よ
い
町
を
、

番
身
近
で
小
さ
な
町
内
会
か
ら
こ
そ

実
現
し
て
い
く
た
め
、
当
局
も
積
極

的
に
啓
蒙
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

立
山
町

女
性

-
町
内
会
は
市
町
村
に
お
け
る
自
主

的
な
組
織
で
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

県
内
で
梨
は
、
富
山
市
、
小
杉
町
、

大
門
町
、
魚
津
市
、
城
端
町
等
で
約

二
百
七
十
鈴
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
全
栽
培
面
積
の
八
十
一向
を

占
め
る
富
山
市
呉
羽
地
区
は
、
昭
和

四
十
五
年
頃
か
ら
の
米
の
過
剰
基
調

を
契
機
と
し
た
稲
作
転
換
特
別
対
策

事
業
の
導
入
に
よ
っ
て
、
稲
か
ら
梨

へ
の
作
自
転
換
が
積
極
的
に
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
五
十

テ
ィ
の
形
成
基
盤
と
し
て
重
要
な
役

割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
県
と
市
町
村
が

一
体
と

な
り
、

地
域
の
公
民
館
を
中
心
に
そ

の
、
民
主
的
運
営
等
に
つ
い
て
の
学

習
活
動
や
啓
発
活
動
を
続
け
て
お
り
、

明
る
い
地
域
づ
く
り
の
基
盤
が
整
備

さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
づ
く
り
は
地
域

の
皆
き
ん
の
主
体
的
な
活
動
を
中
心

と
し
て
、
行
政
と
皆
さ
ん
が

一
緒
に

な
っ
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

国
際
青
年
年
に

思
う
こ
と

H

参
加

・
開
発
・
平
和
H

の
統

一

テ
ー
マ
の
下
に
、
今
年

一
年
、
囲
内
、

国
外
で
い
ろ
ん
な
行
事
が
計
画
さ
れ

行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

と
か
く
現
代
青
年
は
、

三
無
主
義

だ
の
六
無
主
義
だ
の
キ
リ
ギ
リ
ス
世

代
だ
の
あ
ま
り
良
く
言
わ
れ
な
い
の

は
大
変
残
念
だ
と
思
っ
て
い
る
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

確
か
に
現
代
青
年
は
団
体
活
動
よ

五
年
に
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
約
二

・
五
倍
、

二
百
十
八
鈴
の
栽
培
面
積

に
な
り
ま
し
た
。

呉
羽
か
ら
城
山
に
か
け
て
の
丘
陵

地
帯
で
梨
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
明
治
四
十
年
頃
、
東
呉

羽
村

(現
富
山
市
)
の
土
池
弥
次
郎

氏
が
、
東
京
の
興
農
園
よ
り
長
十
郎

の
苗
木
三
十
本
を
購
入
し
水
田
に
お

い
て
、
排
水
を
兼
ね
た
盛
土
上
に
植

り
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
好
み

ま
す
。
青
少
年
白
書
が
「
甘
え
の
要

素
が
強
く
、
自
分
と
同
質
の
も
の
に

は
寛
容
的
、
協
調
的
だ
が

異
質
な

も
の
に
対
し
て
は
積
極
的
に
働
き
か

け
る
と
い
う
よ
り
も

閉
鎖
的
で

も
っ
ぱ
ら
距
離
を
置
い
た
対
応
を
し

が
ち
だ
」
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
な

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

青
春
時
代
を
青
年
団
活
動
に
打
ち

込
ん
だ
私
は
、
今
何
と
も
言
え
な
い

気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

私
は
、
微
力
な
が
ら
も
地
域
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
青
年

年
を
機
会
と
し
て

一
人
で
も
多
く
の

青
年
が
社
会
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
町

男
性

以
上
「
県
政
モ
ニ
タ
ー
」
の
提
言

部
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

よ
り

し
た
。

こ
の
「
県
民
ひ
ろ
ば
」
は
、
あ
な

た
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
県
政
に
対
す

る
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
投
書
は
、
県
庁
広
報
課

「
県
民
ひ
ろ
ば
」
の
係
へ
、
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

栽
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
耕
土
の

下
の
粘
土
層
が
梨
の
育
成
に
良
い
影

響
を
与
え
、
徐
々
に
生
産
を
伸
ば
し
、

今
で
は
生
産
量
約
四
千
ゾ
、
三
百
二

十
戸
の
農
家
が
梨
の
栽
培
を
行
っ
て

い
ま
す
。
県
外
へ
は
生
産
量
の
約
五

十
は
が
「
富
山
梨
」
と
し
て
出
荷
さ

れ
て
い
ま
す
。

梨
は
今
、
「
三
水
時
代
」
に
入
っ
た

と
言
わ
れ
ま
す
。
三
水
と
は
、
「
新
水
」

「
幸
水
」
「
豊
水
」
の
三
品
種
で
、
八

月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
は
新
水
、

企

続
い
て
九
月
上
旬
ま
で
は
幸
水
、
そ

く

じ

私の県政ルポ 「果樹試験場J 14~16 

シリーズ 成人病の予防(4) ガンの征庄一一一一一-*-17

くらしの情報コーナー 18 

くらしの相談室 19 

トピックス 20・21

情報スクランプル 22・23

県民ひろば 24 

特産王国とやま「呉羽ナシ」 表 3

24 

エッセー富山の水と想い出松岸得之助一一一一表 2

世界の富山ヘ 富山国際高校演劇祭一一一一一一 1 ~ 5

広がる国際交流

富山県 ・ サンパウ口州友好提携協定締結一一一 6 ~ 9

軽油の購入は県内のスタンドで 10 

，冬きたりなぱーー総合雪対策条例施行 11 

地域を創造するー高岡短期大学 11 

TOYAMA JUST NOW 

麦や節 13 12 

9月号

も

の
後
は
豊
水
と
な
り
ま
す
。
な
か
で

も
幸
水
は
、

全
収
量
の
約
六
十
五
伐

を
占
め
る
主
要
商
品
と
な
っ
て
い
ま

す
お
い
し
い
梨
の
条
件
は
、
水
分
、

甘
み
、
肉
質
の
三
つ
の
調
和
が
と
れ

て
い
る
こ
と
、
サ
ク

ッ
と
し
た
歯
ご

た
え
、
口
中
に
広
が
る
豊
か
で
甘
い

果
汁
が
、
梨
の
身
上
で
す
。
道
路
脇

に
は
即
売
場
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
ブ
途
中
に
立
寄
っ
て
み
て
は

し
.
カ
・
刀
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